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堤防格安賃貸





暴力団排除の見返り？





　大阪府　　土建会社に依頼、成功





　大阪府が同府高槻市内の一級河川・女瀬川の堤防一部を、土木建築


会社に格安で長期間賃貸している問題で、沈滞開始の数年前、府茨木


土木事務所が現場近くにあった暴力団事務所を、同社に依頼したちの


かせていたことが12日、関係者の話でわかった。通常認められない


堤防の賃貸が、暴力団排除への見返りだった可能性がある。河川報に


基ずく河川敷の占用許可準則では現状の使用も認めていないが、同土


木事務所は「当初、占用許可を与えた理由は分からない」としている。


　関係者のよると、土木建築会社は、以前に堤防を使用し、倒産した


別の建設会社から引き継ぐ形で１０年前から資材置き場として堤防


を使用。この数年前暴力団が近くの河川敷を事務所として不法占拠


していいたことに対して、土木事務所が立ち退きを要求したが交渉が


難航したため、同社に仲裁を頼んできたという。





　同社は暴力団側と折衝し、立ち退かせることに成功。土木


事務所の幹部が「頼んでよかった。ありがとうございました」


と述べたという。


同社は堤防を使用していて倒産した建設会社の債権回収にもか


かわったという。


　土木事務所は同社に賃貸を始める際に「社長一代に限って


使用してもらっていい」と同社に長期使用を認めていたといい


これまで10回程度、「資材置き場」目的で占用の更新申請が


でていた。　大阪府が準則違反を認識しながら使用を容認した


背景には、こうした一連の行為へ恩義があったと見られる。


　　　　　　　　　　　　　　　【毎日新聞特別報道部
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